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伐間空電波形ノ、ルス極性の反転劇象

佐
白
川
引 ノミ尾

I支川iζ叉:1Jされる， 1fTυllj，屯向!f.X1反射型波}fi'は，'，I;}!J っきりしている.2電波形の受じはifsl白:アンテナである

'，1.1の際に発した pulscが大地と電離l'i"I/IlIの空IIlJを反射し から，治し宙欣屯が長直jxj生fであると近似すれば，極

つ k苦IJ米したー述の pulse波形である，1959;'手当0fでは めて低次の反射波がE自由l!.1ぎに gra別 ngincidenceで反射

:空電波形のIII測を澄川，熊本の二地点で同時lζXhl!iした するH手，続性の反転が期待される以外は極性の反転は望

が，約50 t-Ilの夜間luJII~fJ~Þtí7J!( Jfi'は僅か 2 組を除いて， I，Gj めない.ところで乍者が問題にしているのは，~ 1図，

地点、iζ於ける観測滋lf;pulseの極性 (符号)は全く相';'{ (C)， (D)の一組と他のー組は (E)，(F) ，ζ示すよ

しかった.乙の例外的な 2組は電線層における反射次数 うに， )UC pulse は反対向lζ伸びている.(D)図は紛

の如何に拘らず，総ての pulse符号が岡互に反転してい ~I 時j1tlが (C) 図 IC較べ，約1/21となっているから ， ー

るのであって，主主では乙の結果を説明する為めの考察を 比した感じは必うが，pulse符号は逆符りである乙とが

試みたものである. はっきりしている.前述のよう lC首欽屯を丞直双板子と

ままで問題にした夜IHJの'屯緋肘反射型波形は一般的に;X~ 仮定よれば， ζ のような現象κ対する説明は山米ないか

1 r;<]1ζ示すような形式であって，富島〈電の時iζ 発した ら，:ijHfは乙の均合の雷欽電を水平双紙子と仮定すると

pulseが， 'ili~rtlm ，ζ於ける反射回数の多い程受信点への とにした.官放電の大多数は雲H[jJil(沼であり ，又その場

歪IJ.(室時刻が遅れて到必する ζとから， pulseは規則JEし 介のAnu成分と水平成分とのよtは統計的に約 1: 3 (1)と

い時j1[j々 削を持って円日夕IJしている.ところで|百] ' ;i;: 111~f.( なっている.-fj水平双械子による~;"jqmt磁界強!えは大

で発した~電をi:ii~li雌での'ßる 2 地点で受信した l昨，そ I山県沼唱が向い程汗るしく減少する.従って:2lft]放屯iζ

の pulsef.P:'.;.は大fll分の波形に対しては第 11':<1(A)， 於いても~m~削に於ける電舷界lζi立政むの水平成分より

(B) ({.可[~とももI~引時間は 5 ms)のように同符号となっ は， Æ:u1成分の11が;ltlかに大きく '~f 与するであろうか

ている.豊川，熊本州地点、の受信感度のI1dJ.lIlが当然必る ら，一般的lζは省政電lよ垂直ぶ~f-丈をJ7-えている.し

から， pulseの仮rlJにはま異はあっても，紛引の終りに かし縦めて柿』ζは欣電路が殆んど水平IC近い場合の政電

近い，I1Pち高次の反射波ではJUζ主l符号であるととがは も巧えられるので，乙の場合には水平ぷ極子メ;と考えて

(A)M引時間 5ms(豊JII) (C)帰引1I'!HIfl5 ms(笠}II) (E)揃引11初日 5ms(~} II ) 

( B)tiiElI時間15ms(熊本)
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良いであろう.乙のような特殊な場合の有限導電率大地 主主で双極子から充分離れた点での界κ着同して (2 )式

上の水平双短子から発する恥i射垂直電界強度表式を以め の幅射界のみを求めれば次の (5 )式を得る.

ると以下のようになる.水平双極子は坐探原点f(於いて

z軸方向IC置かれているものとし，デカノレト直交坐椋系

での空間の任意の点に於ける鉛直よ向きの電界強度払は

下式で表わされる.

kは大気中の電波の伝播定数である.

~ -;・

E.=k211z+孟divlI.............................. (1) 

m， div nは有限導電率大地上の水平双佳子lζ対して

n"，と rJZ を考えて
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となる.従って(1)式は

o211" . o空IJ
E.=k'lJJ.十一一+一千…ー ・..…・・・・・(2) • • . ozoX . oz" 

となる.次iζ大地の屈折率をnとすれば，D:r::， nzは下

式であらわされる (2)

今 o ，ejkR， 2 el化R

Ha=-b (τ ) -百z・7 ・・ ・(3 ) 

_ 2i __ _ .1. O rel~R ， _ _2cosψ ，.eJkR ， jreJkR 
一一cos山一( ー)=一ー一一 (一一γ 十一:;.，.) kn~~~~õ" R / n'  R~ 凡抗日

• (4) 

但し R2=Z2十戸=zいが+戸

x= r cos中

2k2cos'T 
Ez=k21lz =一一一一一・一古すーー・一 ・・・(5 ) - --

今，受信点を地ぷ面上lCiuけば z=Q，R=rとなり

2k2cosψe 
E.=一一一十一・一一-…-・一………… .•. (6) 

n r 

が仰られる. (6 )式で判るよう K受信点、K於ける丞直

受信電界強度は co刊に比例するとと Lなり，従って水

平双極子の垂直二等分線 (~)=1-)を境界として， その

雨 ~lllでは符号が完全に反転する筈である.言う迄もな

く，乙 ~IC示した取扱いは連続波 I(対して誘導したもの

であるが， (6)式はあらゆる周滋数IC対して成立する

のであるから，空電ノミノレスIζ就いても適用出来る.

以上は夜間電離層反射型空電波形の pulse極性が罰i一

空電源で発生したlζ も拘らず，異る 2地点で異符与で観

察される場合があることに対する一つの説明を試みたも

のである.

金原所長の御指場設びlζ御討議とさE電観測に倣わった

~If氏の御努力に御礼申上げると共iζ，観測の笑施lζ 当つ

ては総!変観測所と九州電波EZ理局の変らぬ御好意lζ厚く

感謝する次第である.
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